
組
合
員
の
努
力
を
強
く
訴
え

１
．
83
ヵ
月
分
を
獲
得
！

本
部
は
、
10
月
17
日
に

「
平
成
30
年
度
年
末
手
当
の

要
求
（
申
第
７
号
）
」
「
準

組
合
員
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社

員
）
の
年
末
一
時
金
の
要
求

（
申
第
８
号
）
」
及
び
「
準

組
合
員
（
契
約
社
員
）
の
年

末
一
時
金
の
要
求
（
申
第
９

号
）
」
を
申
し
入
れ
、
11
月

１
日
の
主
旨
説
明
以
降
、
要

求
の
獲
得
に
向
け
団
体
交
渉

を
重
ね
て
き
た
。

交
渉
で
は
、
今
年
７
月
の

豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
り
、

今
年
度
の
中
間
期
に
お
け
る

鉄
道
運
輸
収
入
が
会
社
発
足

以
来
最
低
と
な
っ
た
こ
と
に

加
え
、
多
額
の
復
旧
費
用
を

要
す
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
る
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
つ
つ
も
、

「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
」

を
第
一
義
に
災
害
の
復
旧
対

応
や
増
収
施
策
に
日
々
奮
闘

し
て
き
た
組
合
員
の
努
力
を

強
く
訴
え
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
11
月
21
日
の

交
渉
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
の
取
り
組
み
を
最
大
限

考
慮
し
た
１
．
83
ヵ
月
分
の

回
答
を
引
き
出
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
11
を
参
照
）

粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね

２
．
35
ヵ
月
分
を
獲
得
！

本
部
は
、
10
月
17
日
に

「
平
成
30
年
度
年
末
賞
与
の

要
求
（
申
第
10
号
）
」
及
び

「
準
組
合
員
（
契
約
社
員
）

の
年
末
賞
与
の
要
求
（
申
第

11
号
）
」
を
申
し
入
れ
、
10

月
30
日
の
主
旨
説
明
以
降
、

要
求
の
獲
得
に
向
け
団
体
交

渉
を
重
ね
て
き
た
。

今
年
度
の
上
半
期
は
台
風

に
伴
う
運
休
が
発
生
し
た
も

の
の
、
「
安
全
・
安
心
輸
送

の
確
保
」
を
第
一
義
に
効
率

化
施
策
等
に
取
り
組
む
組
合

員
の
努
力
を
訴
え
粘
り
強
く

交
渉
し
た
。

そ
の
結
果
、
11
月
17
日
の

交
渉
に
お
い
て
、
２
．
35
ヵ

月
分
と
の
回
答
が
あ
り
、
減

収
増
益
と
な
っ
た
経
営
状
況

を
踏
ま
え
た
回
答
で
あ
る
と

判
断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
５
を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
あ
る
40

の
分
会
で
は
、
向
こ
う
一
年

間
の
運
動
方
針
を
決
定
す
る

「
分
会
大
会
」
が
順
次
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

分
会
大
会
で
は
、
執
行
部

か
ら
平
成
29
年
度
の
一
般
経

過
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
平
成
30
年
度
運
動
方
針

（
案
）
と
予
算
（
案
）
が
提

起
さ
れ
、
各
職
場
か
ら
集
ま
っ

た
代
議
員
に
よ
る
質
疑
が
行

わ
れ
ま
す
。

質
疑
で
は
、
職
場
に
お
け

る
問
題
点
を
中
心
に
「
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
の
確
立
」

「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」

「
職
場
環
境
の
改
善
」
「
政

策
課
題
の
解
決
」
「
政
治
・

共
闘
」
等
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
ま
す
。
全
て
の
議
事

が
終
了
し
た
後
、
分
会
長
に

よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
締
め
く
く
り
ま
す
。

分
会
は
組
合
運
動
の
原
点

で
す
。
分
会
役
員
の
皆
さ
ん

は
、
本
部
・
支
部
の
役
員
と

と
も
に
組
合
運
動
の
中
心
と

し
て
、
職
場
で
働
く
組
合
員

の
み
な
さ
ん
と
密
接
に
関
わ

る
世
話
役
活
動
と
い
っ
た
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

分
会
大
会
で
決
定
し
た
運
動

方
針
に
沿
っ
て
、
組
合
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
組
合
員
の
悩
み
事
や

困
り
事
を
解
決
し
、
よ
り
良

い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

【
コ
ラ
ム
】

分
会
大
会
は
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
の
規
約
に
よ
り
、

毎
年
、
支
部
大
会
の
終
了

後
３
ヵ
月
以
内
に
開
催
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

11
月
30
日
（
金
）
15
時
30

分
よ
り
、
「
第
５
回
本
部
執

行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
体
交
渉
）

・
平
成
30
年
度
の
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
青
年
女
性
会
議
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
香
川
、
愛
媛
、
自
動
車
）

（
レ
ク
）

・
ゴ
ル
フ
大
会

（
政
治
）

・
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る
国

会
議
員
連
絡
会

（
共
闘
）

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
産
業
政
策
委
員
会

・
労
働
政
策
委
員
会

・
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
Ｐ
Ｔ

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
拡
大
代
表
者
会
議

・
地
方
議
員
団
連
絡
会
総
会

・
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
議

事
】

①
平
成
30
年
度
の
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

②
統
一
地
方
選
挙
候
補
者
に

対
す
る
推
薦
申
請
に
つ
い

て
③
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
新
春
セ

ミ
ナ
ー
」
の
開
催
に
つ
い

て
⑤
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
新
春
交

歓
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

・
出
席
者
・
招
待
者
に
つ

い
て

・
特
別
功
労
者
表
彰
に
つ

い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
32
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

・
招
集
に
つ
い
て

・
特
別
本
部
委
員
、
傍
聴

者
及
び
会
場
係
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

・
活
動
方
針
骨
子
（
案
）

に
つ
い
て

⑦
交
運
共
済
「
共
済
担
当
者

会
議
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
中
央

委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
・
分
会
大
会
の
開
催
日
程

に
つ
い
て

・
第
１
回
男
女
平
等
参
画

推
進
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
次
期
（
第
６
回
）
執
行

委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
・
そ
の
他

年
末
手
当
交
渉
妥
結

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
11
月
19

日
（
月
）
、
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
に
お
い
て
、
第
16
回

「
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る
国

会
議
員
連
絡
会
」
を
開
催
し

た
。連

絡
会
に
は
加
入
す
る
国

会
議
員
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
役
員
並
び
に
会
社

幹
部
ら
総
勢
19
名
が
出
席
し
、

冒
頭
、
会
長
に
小
川
衆
議
院

議
員
、
事
務
局
長
に
玉
木
衆

議
院
議
員
に
就
任
頂
く
こ
と

を
確
認
し
議
事
に
入
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
濱

執
行
委
員
長
は
「
今
年
は

『
平
成
30
年
７
月

豪
雨
』
や
相
次
ぐ

台
風
に
よ
り
被
災

す
る
と
と
も
に
、

運
休
等
に
よ
り
大

幅
な
減
収
と
な
る

な
ど
、
そ
の
復
旧

費
用
も
合
わ
せ
、

多
額
の
特
別
損
失

を
計
上
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
一
方
、

『
四
国
に
お
け
る

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
Ⅱ
』

に
お
い
て
は
中
間
取
り
ま
と

め
案
に
つ
い
て
地
域
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
理
解
頂

き
、
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

と
訴
え
た
。

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
松

岡
会
長
か
ら
、
災
害
復
旧
を

は
じ
め
と
す
る
政
策
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
取
り
巻
く
情
勢

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

次
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
半
井

社
長
か
ら
「
四
国
と
い
う
地

域
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

鉄
道
も
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と

し
て
、
活
用
・
維
持
し
て
い

く
た
め
に
現
状
を
認
識
頂
き
、

課
題
の
解
決
に
向
け
ご
尽
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
会

社
か
ら
７
月
の
豪
雨
災
害
に

伴
う
被
災
状
況
を
は
じ
め
と

す
る
Ｊ
Ｒ
四
国
の
現
状
、
今

後
の
経
営
課
題
及
び
収
入
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
説
明
が
受
け
た
後
、

出
席
者
に
よ
る
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
す
！

Ｊ
Ｒ
四
国

向
こ
う
一
年
間
の
運
動
方
針
を
議
論
!!

「被災者救援カンパ」のお礼

平成30年７月豪雨等を受けて実施した「被

災者救援カンパ」に対し、ＪＲ四国労組及び

グループ労組の組合員の多くの皆さまからご

協力を頂きました。

皆さまからのカンパは、ＪＲ連合を通じ、

被災された組合員の支援等に役立てられます。

ありがとうございました。



Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０
１
９

年
度
税
制
改
正
要
望
の
実
現

に
向
け
て
、
中
濱
執
行
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
各
単
組

の
代
表
者
、
並
び
に
Ｊ
Ｒ
連

合
国
会
議
員
懇
談
会
の
榛
葉

会
長
、
小
川
事
務
局
長
ら
と

と
も
に
、
11
月
29
日
（
木
）

に
大
塚
国
土
交
通
副
大
臣
へ

の
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

要
請
に
あ
た
り
榛
葉
会
長

は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を
は

じ
め
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
に

よ
り
Ｊ
Ｒ
の
各
路
線
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
つ

い
て
、
９
月
の
現
地

視
察
で
目
の
当
た
り

に
し
た
被
災
状
況
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、

復
旧
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ

関
係
労
働
者
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
訴
え

た
。続

い
て
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
松
岡
会
長
は
、

今
回
の
災
害
に
お
け

る
鉄
道
の
復
旧
に
際

し
、
国
土
交
通
省
が

中
心
と
な
り
道
路
管

理
者
及
び
河
川
管
理
者
と
の

一
体
的
な
取
り
組
み
を
実
現

し
早
期
に
復
旧
で
き
た
こ
と

に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
二
島
会
社
の
現
状
に
触

れ
つ
つ
、
経
営
状
況
が
厳
し

い
中
で
も
鉄
道
路
線
を
維
持

で
き
た
の
は
税
制
特
例
等
を

は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の

各
種
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

今
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る

法
人
事
業
税
課
税
標
準
の
特

例
措
置
等
の
適
用
期
限
を
延

長
す
る
よ
う
力
強
く
要
請
し

た
。さ

ら
に
、
中
濱
執
行
委
員

長
は
、
税
制
支
援
に
つ
い
て

要
望
す
る
と
と
も
に
、
平
成

30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
予
讃

線
財
田
川
橋
り
ょ
う
の
損
傷

や
下
宇
和
駅
～
立
間
駅
間
の

線
路
崩
壊
を
は
じ
め
と
す
る

被
災
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、

運
休
に
よ
る
減
収
は
、
新
幹

線
が
な
く
経
営
基
盤
が
脆
弱

な
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

復
旧
支
援
に
対
す
る
協
力
を

強
く
求
め
た
。

こ
れ
ら
の
要
請
に
対
し
大

塚
副
大
臣
か
ら
は
、
今
回
の

要
望
事
項
で
あ
る
税
制
特
例

措
置
及
び
災
害
か
ら
の
復
旧

支
援
に
つ
い
て
は
国
土
交
通

省
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
、
各
種
政
策

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る

旨
が
述
べ
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
今
後

も
諸
課
題
の
解
決
や
政
策
の

実
現
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合

を
は
じ
め
「
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
談
会
」
「
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
及
び
「
四
国
の
鉄
道

を
考
え
る
国
会
議
員
連
絡
会
」

と
の
連
携
を
強
化
し
、
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

各
支
部
・
分
会
に
お
い
て
、

復
興
支
援
商
品
を
活
用
し
た

レ
ク
が
企
画
・
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

全
線
開
通
レ
ク
を
開
催
！

愛
媛
電
気
分
会
で
は
、
10

月
20
日
（
土
）
道
後
温
泉

「
ふ
な
や
」
に
て
全
線
開
通

レ
ク
「
お
疲
れ
様
で
し
た
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
多

く
電
気
設
備
が
被
災
し
、
愛

媛
電
気
分
会
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
キ
ャ
ン
プ
も
災
害
対

応
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
組
合
員
の
奮
闘
に
よ

り
９
月
13
日
に
全
線
開
通
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
「
お
疲

れ
様
で
し
た
会
」
を
企
画
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
私
た
ち
を
歓
迎

す
る
か
の
よ
う
な
晴
天
と
な

り
、
和
風
ス
テ
ー
キ
御
膳
や

媛
鯛
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら

生
ビ
ー
ル
を
飲
み
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
愛
媛
電
気
分
会
で

は
災
害
に
負
け
ず
様
々
な
レ

ク
を
開
催
し
、
組
合
員
の
交

流
・
団
結
を
深
め
、
誰
も
が

楽
し
め
る
分
会
を
目
指
し
ま

す
。愛

媛
電
気
分
会今

井

勇
樹

『
リ
カ
バ
リ
ー
10
』

増
収
ツ
ア
ー
を
開
催
！

徳
島
運
転
所
分
会
で
は
、

徳
島
運
転
所
四
国
再
発
見
委

員
会
と
協
賛
し
、
10
月
22
日

か
ら
31
日
に
か
け
て
計
６
日

間
、
「
リ
カ
バ
リ
ー
10

復

興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
あ
じ
な

散
歩
道
・
大
歩
危
ツ
ア
ー
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
に
は
総
勢
１
２
０

名
の
組
合
員
が
参
加
し
、
相

互
に
意
見
交
換
を
図
り
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
頃

の
疲
れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
も
徳
島
運
転
所
分
会

で
は
徳
島
運
転
所
四
国
再
発

見
委
員
会
と
の
協
賛
に
よ
る

活
動
を
企
画
し
、
分
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

徳
島
運
転
所
分
会

松
下

陽
尊

復
興
増
収

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
を
開
催
！

本
社
支
部
で
は
、
10
月
28

日
（
日
）
「
道
後
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
」
に
て
、
組
合
員
相

互
の
交
流
と
復
興
増
収
を
目

的
に
「
復
興
増
収
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催

し
、
８
分
会
か
ら
組
合
員
と

そ
の
家
族
を
含
め
総
勢
25
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
の
も
と
、
会

席
料
理
や
温
泉
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
楽
し
か
っ
た
、

ま
た
家
族
で
参
加
し
た
い
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
組
合
員
や

家
族
一
緒
に
参
加
し
や
す
い

行
事
を
企
画
し
、
組
織
の
強

化
・
拡
大
に
努
め
ま
す
。

本
社
支
部

小
川

有
貴

11
月
11
日
（
日
）
、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
四

国
支
部
が
主
催
す
る
「
山
・

林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」
が
開
催

さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
組
合

員
及
び
四
国
電
力
総
連
、
協

力
企
業
・
団
体
な
ど
総
勢
１

０
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

同
活
動
は
平
成
22
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
松
枯
れ

な
ど
に
よ
り
荒
廃
し
た
「
尾

の
瀬
山
」
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を

植
林
し
、
下
草
刈
り
な
ど
に

よ
る
手
入
れ
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
と

な
り
、
参
加
者
は
鍬
で
地
面

に
穴
を
掘
り
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

苗
（
60
本
）
を
丁
寧
に
植
え

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に

植
え
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
順
調

に
育
つ
よ
う
に
周
り
に
生
え

た
下
草
を
鎌
で
刈
り
取
っ
て

い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
７
月
の
豪
雨

に
よ
り
小
規
模
な
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
、
植
林
し
た
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
が
倒
れ
た
場
所
も
あ

り
、
改
め
て
自
然
の
猛
威
を

実
感
し
ま
し
た
。

活
動
の
後
に
は
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
か
ら
温
か
い
天
ぷ
ら

う
ど
ん
と
お
に
ぎ
り
を
振
る

舞
っ
て
い
た
だ
き
、
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
談
笑
し
、
無
事

に
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「第32回定期本部委員会」の

開催について

日 時 平成31年２月８日(金)

13時より17時まで

場 所 香川県宇多津町

「ホテルアネシス瀬戸大橋」

議 題

(1) 定期大会以降の経過

(2) 2019春季生活闘争方針を

はじめとする当面の活動方針

(3) その他

11
月
26
日
（
月
）
、
高
知

県
高
知
市
「
三
翠
園
」
に
お

い
て
「
四
国
交
運
労
協
第
30

回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。冒

頭
、
四
国
交
運
労
協
を

代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
井

上
議
長
は
、
こ
の
一
年
間
の

取
り
組
み
と
四
国
交
運
労
協

へ
の
協
力
に
感
謝
を
述
べ
た

後
、
働
き
方
改
革
の
動
向
や

企
業
に
よ
る
不
正
・
改
ざ
ん

な
ど
、
現
場
で
発
生
し
て
い

る
事
象
に
対
し
て
労
働
組
合

が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
交
通
運
輸
産
業

に
お
け
る
要
員
不
足
や
相
次

ぐ
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
と

い
っ
た
政
策
課
題
の
解
決
に

は
政
治
の
力
が
必
要
で
あ
り
、

来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議

院
議
員
選
挙
や
統
一
地
方
選

挙
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
を
表
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
中
央
交
運
労
協
の
住
野

議
長
は
、
交
通
運
輸
産
業
に

お
け
る
長
時
間
労
働
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
、
ク
リ
ー
ム
ス
キ

ミ
ン
グ
な
ど
の
諸
課
題
に
対

し
、
交
運
労
協
と
し
て
し
っ

か
り
提
言
し
て
い
く
と
の
激

励
の
挨
拶
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
２

０
１
７
年
度
活
動
報
告
、
決

算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、

２
０
１
８
年
度
活
動
方
針

（
案
）
及
び
予
算
（
案
）
が

提
起
さ
れ
た
。
代
議
員
か
ら

は
、
災
害
に
よ
り
大
き
な
減

収
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
四
国
に
対

す
る
支
援
や
、
Ａ
Ｉ
に
対
す

る
各
業
種
の
考
え
方
、
各
地

域
の
協
議
会
へ
の
積
極
的
な

参
画
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
の
答
弁
の
後
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
度
役

員
選
出
で
は
、
嶋
田
副
執
行

委
員
長
が
事
務
局
長
に
、
森

安
執
行
委
員
と
弓
立
香
川
支

部
書
記
次
長
が
幹
事
に
そ
れ

ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

2019年「新春セミナー」及び
「新春交歓会」の開催について

日 時 平成31年1月12日(土)

11時より

場 所 香川県宇多津町

「ホテルアネシス瀬戸大橋」

内 容

11:00～12:00「新春セミナー」

12:30～15:00「新春交歓会」


